



















・IR 構築ソフト ：DSpace Ver..3.
・データベース ：PostgreSQL





































































































注１）KURA は，英文名 ”Kanazawa University Repository for Academic Resources” から取った略称である． 
　　　金沢大学附属図書館 .” 金沢大学学術情報リポジトリ KURA”.（オンライン），入手先 <http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp:8080/dspace/>
注２）KURA 公開までの過程，課題，概要については以下の文献も参照されたい． 
・橋洋平 . 金沢大学学術情報リポジトリ KURA の構築と課題．大学図書館研究 79,2007( 発行予定 ) 
・橋洋平 . 5 分で分かる金沢大学学術情報リポジトリ KURA．こだま：金沢大学附属図書館報，160，2006 pp.4-7.( オンライン）， 
　入手先 <http://hdl.handle.net/2297/2151>. 
・橋洋平 . 金沢大学学術情報リポジトリ KURA の概要と今後の展望 . 第 6 回金沢大学データベースフォーラム発表資料 , 研究会主催， 
　2006.( オンライン），入手先 <http://hdl.handle.net/2297/2369>.
注３）KURA のシステム面の準備作業については，次の文献を参照されたい． 
・内島秀樹 .DSpace による機関リポジトリの導入事例：金沢大学学術情報リポジトリ．医学図書館 ,53(4), 2006（発行予定）. 
　その他，DSpace のセットアップ内容については，以下の報告書に詳しい． 
・国立情報学研究所メタデータ・データベース共同構築事業・学術機関リポジトリ構築ソフトウェア実装実験プロジェクト ( オンライン ), 
　入手先 <http://www.nii.ac.jp/metadata/irp/>.
１．はじめに
２．KURA のシステム構成
３．コンテンツの種類と件数
４．IR の機能
５．コンテンツの充実が課題
６．学内ＤＢとの連携・分担
４．1　セルフ・アーカイビング
４．2　ハーベスティング
